
 村のお金の使い道は？

 平成30年度の主な事業

東日本大震災以降、村内公園等６か所で保管してきた除
去土壌･除染廃棄物を、国立研究開発法人日本原子力研
究開発機構の協力の下、その敷地内に移設･埋立処分す
るとともに、環境省による実証事業を実施します。

除去土壌･除染廃棄物の移設
および埋立処分を行います ３億7,087万円

消防団器具置場の移設･
再整備や基幹避難所駐
車場等の整備、女性消防
団員による火災予防の
広報活動や地域防災訓
練での支援活動等を通
して、災害対応力の向上
を図ります。

地域防災力の向上を
目指します 5,112万円

高齢者が当事者となる交通事故を減少させるため、運
転に不安を感じている65歳以上の方が所有する全て
の運転免許を自主返納した場合に支援を行います。

高齢者の運転免許証の
自主返納を推奨します 180万円

道路交通の安全性と快適性を確保するため、道路等の
適正な維持管理や計画的な補修を行います。

暮らしやすさの充実のため
道路の補修を行います ３億4,140万円

妊産婦の心身の健康状態や乳幼児の発育発達の確認
と疾病の早期発見のために、健診の範囲を妊婦と乳
幼児だけでなく、産婦まで拡大します。

妊娠期から子育て期にわたる
支援体制を強化します 4,501万円

放 課 後 児 童 対 策 を 推
進 す る た め、 新 た に
放 課 後 児 童 ク ラ ブ の
整 備 を 計 画 し て い る
民 間 事 業 者 に 対 し て
整 備 費 用 の 一 部 を 補
助します。

民間学童クラブの整備費補助で
受け入れ環境の充実を図ります 6,178万円

保育サービスの質の向上を目的とし、平成31年度の
供用開始を目指して病児･病後児保育施設の整備を推
進します。

病児･病後児保育の実施に向けた
施設整備を行います 6,458万円

初めて育児をする母親が、赤ちゃんと一緒に子育ての
基礎知識を学びながら、仲間づくりができる参加型の

「親子の絆づくりプログラム」を実施します。育児の不
安を共有、相談できる自立した子育ての環境づくりを
支援します。

子育て初心者ママの
強い味方になります 14万円

ひとり暮らしの高齢者宅を訪問し話をすることで高
齢者の抱える不安を解消するとともに、生活状況をご
家族に報告し、高齢者が安心した生活を送れるよう支
援します。

高齢者の見守り体制を
強化します 123万円 新

環境･基盤

福祉 防災

○新 は、今年度新しくスター
トする事業です！
どのような事業があるの
か、さっそく見ていきま
しょう！
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平成30年度予算

平成31年開催の「いきいき茨
城ゆめ国体」に向け、ホッケー
競技リハーサル大会（「2018
年度全日本社会人ホッケー
選手権大会」）の開催と、啓発
活動の展開を図ります。

「いきいき茨城ゆめ国体」ホッケー競
技のリハーサル大会を開催します 3,777万円

いじめ防止等の関係機関および団体との情報交換や
協議を行うとともに、専門的な見地から、いじめ問題
を常時分析および協議できる体制を整えます。

いじめ防止等のための体制を
強化します 13万円

県指定史跡「石神城跡」の
整備計画を策定します 328万円

ハローワークや東海村商工会と連携し、村内企業合同
で就職面接会･説明会を開催することで、雇用促進･人
材の確保につなげます。

村内の企業を集めた合同就職面
接会および説明会を開催します 33万円

スポーツ参画人口の拡大のため、実技指導者や各分野
との連携を図り、スポーツに関わるきっかけを提供
し、運動の習慣化を推進します。

スポーツに関わるきっかけづく
りを推進します 100万円

県や民間で開催する農業
講 座 の 研 修 費 を 補 助 し、
農業者が自身のレベルや
ニーズに合った研修を積
極的に受けられる環境を
整えます。

地域農業のリーダー育成のため
の研修費を補助します 140万円

村内企業を対象とした先進科学技術の勉強会（セミ
ナー）や交流会を開催し、企業間や産学官の連携を深
め、新たな産業振興につなげます。

先進科学技術による新たな地域産
業の振興に取り組みます 70万円

村の歴史を伝承するとともに、子どもたちの学びや体
験を創造する生涯学習の拠点施設となる「（仮称）歴史
と未来の交流館」の建設事業を推進します。

村を知り、学び、ふれあい、郷土
愛を育む施設の実現を目指します １億61万円

産業振興

教育

国体に向けた機運醸成やＰＲに取り組むとともに、国
体を契機に村を盛り上げる村民組織「（仮）とうかい国
体盛り上げ隊」を発足し、村民によるさまざまな活動
を支援します。

国体開催に向けたＰＲ活動と
地域振興に取り組みます 200万円

国体

史跡公園として、より安
全に、より快適に、訪れ
た人々が楽しみながら石
神城跡を学べるような整
備を行うため、「整備基本
計画」を策定します。
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